
平成25年度　札幌市行政評価　市民参加ワークショップ

　５　ごみ処理コスト

（１）１トンあたりのごみ処理原価（平成 23年度）

（２）ごみ処理費の推移

６　家庭ごみの排出量の推移

７　ごみ量管理目標の達成状況
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１　資源物が「燃やせるごみ」等にまだまだ多く混入されている！

２　ごみ量全体の減量に比べ生ごみは減ってない！

Ⅲ　課題

※平成 21年度は、「新ごみルール」実施後の７月～３月までの値

（２）資源物の「燃やせるごみ」への混入状況
　　「燃やせるごみ」の中には、「プラスチック製容器包装」が 16千ｔ、「雑がみ」が８千ｔ、「新聞」

が５千ｔ、「雑誌」が２千ｔ、「ダンボール」が１千ｔの計 32千ｔの資源物が混入しています。
　　この中には、汚れているものも含まれていますが、多くは適正に分別排出されれば資源化でき

るものであり、更なる廃棄ごみの減量及びリサイクル率の向上に向けては、資源物の適正排
出の促進が不可欠な状況となっています。

（３）「燃やせるごみ」等に資源物の混入が見られる理由

　「新ごみルール」の実施以降、これまで「燃やせるごみ」として収集していた「雑がみ」「枝・葉・草」
は資源として収集される（＝「燃やせるごみ」から抜ける）ようになりました。
　この結果、平成 20 年度と比べ「燃やせるごみ」全体は 28％の減（約 10 万 t の減）、家庭ごみ全
体の排出量も 15％の減（約６万７千 t の減。上記Ⅱの６「家庭ごみの排出量の推移」参照）と大き
く減少しているが、生ごみは３％の減（４千 tの減）となっています。
　また、「燃やせるごみ」に占める生ごみの割合についても、平成 20 年度と比べ 11.6 ポイント増
の 44.2％と半数近い割合を占めています。
　以上のことから、今後更なる焼却ごみの減量に向けては、生ごみの減量・資源化の推進が不可欠
な状況となっています。

（１）分別協力率の低下
　　「容器包装プラスチック」の分別協力率は、「新ごみルール」の導入を契機に 40% 台から 71％

まで上昇しましたが、H22年度から下降傾向にあり、H24年度は 60％まで低下しています。
　　また、「雑がみ」については、初年度である H21 年度は 76％でありましたが、H22 年度は

70％と低下し、H23年度以降は 60％台後半で推移しています。
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